
学
童
保
育
所
（
放
課

問後
児
童
ク
ラ
ブ
）
で
は
、

安
全
計
画
の
策
定
が
令
和

６
年
度
か
ら
義
務
化
さ
れ

た
。

本
年
度
は
義
務
化
に
向

け
た
準
備
段
階
で
あ
る
と

捉
え
る
が
、
計
画
策
定
の

現
状
と
市
の
対
応
は
ど
う

か
。

市
内

健
康
福
祉
部
長

21

か
所
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
う
ち
、
令
和
５
年
８

月

日
現
在
の
策
定
状
況

31
は
、
８
か
所
が
策
定
済
み

で
、

か
所
が
未
策
定
で

13

あ
る
。

今
後
、
事
業
者
の
求
め

に
応
じ
て
説
明
会
を
開
催

し
、
助
言
を
行
う
な
ど
の

対
応
を
す
る
。

令
和
５
年
７
月
に
滋

問賀
県
長
浜
市
で
発
生
し
た

プ
ー
ル
活
動
中
の
死
亡
事

故
を
受
け
、
子
ど
も
家
庭

庁
が
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
お
け
る
プ
ー
ル
活
動

等
の
調
査
を
行
っ
て
い

る
。本

市
の
調
査
結
果
と
、

「
プ
ー
ル
活
動
等
に
お
け

る
安
全
対
策
等
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
策
定
の
有
無
、
及

び
未
策
定
の
場
合
の
指
導

は
ど
う
か
。

プ
ー
ル

健
康
福
祉
部
長

活
動
を
実
施
し
て
い
る
ク

ラ
ブ
は
、

か
所
中
５
か

21

所
だ
が
、
安
全
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
策
定
は
無
か
っ

た
。マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に

向
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
、
子

ど
も
達
の
安
全
対
策
が
的

確
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
各
ク
ラ
ブ
に
指
導

す
る
。

万
が
一
に
備
え
て
、
救

命
救
急
講
習
会
を
開
催
す

る
等
、
プ
ー
ル
活
動
等
に

お
け
る
重
大
事
故
の
防
止

に
努
め
る
。

第
五
学
区
学
童
保
育

問所
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
、
指
定
管
理
者
の
選
定

と
児
童
の
募
集
方
法
は
ど

う
か
。

９
月
定

健
康
福
祉
部
長

例
会
議
決
後
、
施
設
の
管

理
運
営
基
準
等
を
作
成

し
、
そ
の
後
速
や
か
に
公

募
の
手
続
き
を
行
い
、
令

和
６
年
３
月
定
例
会
に
、

指
定
管
理
者
の
指
定
に
関

す
る
議
案
を
諮
る
。

令
和
６
年
度
当
初
か
ら

利
用
す
る
児
童
は
、
こ
れ

ま
で
通
り
の
日
程
で
募
集

す
る
。

新
施
設
へ
の
移
行
す
る

際
は
、
新
た
な
指
定
管
理

者
が
改
め
て
募
集
す
る
。

必
要
に
応
じ
て
説
明
会

を
開
催
す
る
等
、
保
護
者

が
不
安
に
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
し
な
が
ら
、
手
続
き

を
進
め
る
。

学
童
保
育
所
の
質
の

問向
上
は
欠
か
せ
な
い
が
ど

う
か
。

今
後
も
狭
隘
化
や

市
長

老
朽
化
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

順
次
整
備
を
行
う
。

子
ど
も
達
が
安
全
に
安

心
し
て
生
活
す
る
場
が
確

保
で
き
る
よ
う
、
環
境
の

改
善
に
努
め
る
。

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
の
実
現
」
に
向
け
、
学

童
保
育
所
の
質
の
向
上
に

取
り
組
む
。

ࡁ
ව
ࣟ
श
Ơ
ட
߾
ơ
౛
ิ
Ơ
ֶ
આ

え
た
歴
代
市
政
と
一
線
を
画
し
た
、
良

識
の
現
れ
と
受
け
止
め
ま
し
た
。

▽
私
は
県
議
会
で
、
先
の
戦
争
の
過
ち

と
、
平
和
の
大
切
さ
を
後
世
に
伝
え
る

取
り
組
み
、
自
民
党
が
煽
る
「
反
韓
・

嫌
韓
」
に
組
し
な
い
交
流
活
動
等
を
、

県
に
求
め
て
き
ま
し
た
。

吉
村
知
事
は

「
侵
略
戦
争
」
と
明

、

言
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が

「
戦
争
の

、

悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
次
の
世
代
へ

伝
え
る
事
が
大
切

「
国
際
交
流
を
通

」、

し
て
海
外
諸
国
と
の
相
互
理
解
を
深
め

」、「

」

、

る

韓
国
は
大
切
な
隣
国

と
し
て

交
流
を
深
め
る
姿
勢
を
表
明
し
ま
し

た
。

▽
岸
田
政
権
の
大
軍
拡
と
の
た
た
か
い

は

「
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦

、
争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に

（
憲
法
前
文
）
誓
っ
た
、
戦
後
の

」
原
点
を
守
り
抜
く
歴
史
的
課
題
で
す
。

県
議

関

徹
）

（

▽

日
、
荘

23
内
神
社
参
集

殿
で
お
こ
な

わ
れ
た
戦
没

者
追
悼
式
に

出
席
し
ま
し
た
。

戦
没
者
の
ご
遺
族
が
、
慰
霊
塔
に
深

く
首
（
こ
う
べ
）
を
垂
れ
て
献
花
す
る

姿
に
、

年
の
歳
月
を
経
て
な
お
、
癒

78

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
悲
し
み
が
ひ
し
ひ

し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
市
議
会
議
長
等
の
追
悼
の
辞

等
で

「
英
霊

「
国
難
に
殉
じ
」
等
の

、

」

言
葉
が
、
相
変
わ
ら
ず
使
わ
れ
て
い
る

事
に
は
強
い
疑
問
を
持
ち
ま
し
た
。

「
英
霊
」
と
は

「
天
皇
陛
下
の
た

、

め
に
命
を
捧
げ
た
人
」
を
讃
え
、
侵
略

戦
争
を
「
国
難

・
防
衛
戦
争
と
し
て

」

美
化
す
る
言
葉
で
す
。

皆
川
市
長
が
そ
の
言
葉
を
使
わ
な
か

っ
た
事
は
、
戦
争
美
化
の
自
民
党
が
支
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８
日
の
鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例
会
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
市
議
団
の
坂
本
昌
栄
議
員
が
、
①
学
童
保
育

所
、
②
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

河
川
を
跨
が
な
い
避
難
場

所
の
確
保
等
に
向
け
、
協

議
す
る
。

近
年
の
豪
雨
災
害
は

問１
時
間
に
１
０
０
㎜
を
超

え
る
異
常
事
態
等
が
増
加

し
て
い
る
が
、
ソ
フ
ト
面

で
の
防
災
対
策
は
ど
う

か
。

内
水
氾
濫

危
機
管
理
監

を
対
象
と
し
た
浸
水
想
定

区
域
図
の
作
成
を
令
和
７

（
２
面
に
つ
づ
く
）

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上

問で
、
避
難
所
に
適
し
て
い

な
い
場
所
が
あ
る
が
、
検

討
は
ど
う
か
。

市
施
設
以

危
機
管
理
監

外
で
も
、
民
間
の
建
物
を

一
時
避
難
所
と
し
て
利
用

で
き
る
可
能
性
が
あ
る

か
、
建
物
所
有
者
等
と
協

議
を
実
施
し
て
い
る
。

昨
年
は
「
つ
る
お
か
エ

コ
・
ア
ー
ス(

株)

」
と
協

定
を
結
ん
で
い
る
。

企
業
の
協
力
を
求
め
、

第
五
学
区
学
童
保
育
の
指
定
管
理
者
選
定
は

避
難
所
に
適
し
て
い
な
い
場
所
の
検
討
は



（
１
面
の
つ
づ
き
）

年
度
ま
で
に
予
定
し
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に

取
り
組
む
。

浸
水
深
や
浸
水
範
囲
等

の
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
順
次
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
更
新
す
る
。

防
災
対
策
に
対
し
、

問地
域
住
民
の
理
解
を
よ
り

進
め
る
た
め
に
、
働
き
掛

け
は
ど
う
か
。

す
べ
て
の

危
機
管
理
監

町
内
会
で
４
６
２
の
自
主

防
災
会
が
組
織
さ
れ
て
い

る
。平

成
７
年
度
か
ら
自
主

防
災
組
織
指
導
者
講
習
会

を
実
施
し
、
９
０
７
人
を

育
成
し
て
き
た
。

各
地
域
か
ら
依
頼
を
受

け
、
防
災
訓
練
や
防
災
研

修
に
、
市
職
員
や
地
域
防

災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣

し
て
い
る
。

地
区
防
災
計
画
が
策

問定
さ
れ
て
い
る
地
域
と
、

未
計
画
の
地
域
も
あ
り
、

格
差
が
大
き
い
。

策
定
が
行
わ
れ
て
い
な

い
地
域
へ
の
支
援
は
ど
う

か
。

市
職
員
や

危
機
管
理
監

地
域
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
派
遣
し
、
そ
の
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
計
画
と
な

る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
る
。

令
和
５
年
度
現
在

組
51

織
、
全
町
内
会
の

・
８

23

％
が
策
定
済
み
で
あ
り
、

鶴
岡
市
総
合
計
画
の
Ｋ
Ｐ

Ｉ
指
標
と
も
な
っ
て
い

る
。

避
難
所
開
設
・
運
営

問マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
市
職

員
及
び
施
設
管
理
者
は
、

施
設
の
被
害
状
況
と
危
険

度
を
判
定
の
上
、
開
設
す

る
と
な
っ
て
い
る
。

市
職
員
が
日
頃
の
施
設

状
況
を
把
握
し
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
た
訓
練
や
、

意
識
の
向
上
が
無
け
れ

ば
、
い
ざ
災
害
時
に
避
難

所
開
設
に
遅
れ
が
生
じ
る

が
ど
う
か
。

市
の
主
催

危
機
管
理
監

す
る
避
難
所
開
設
運
営
訓

練
は
、
基
本
的
に
毎
年
１

か
所
で
実
施
し
て
い
る
。

地
区
防
災
計
画
や
、
避

難
所
開
設
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
機
能
す
る
よ
う
、
市

職
員
や
施
設
運
営
者
等
の

連
携
も
含
め
、
災
害
時
に

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う

訓
練
を
行
っ
て
い
く
。

農山漁村振興課入札結果（ ）内は予定価格
9月21日入札分

・林道戸沢口線道路改良工事
中止

土木課入札結果（ ）内は予定価格
9月21日入札分

（ ）・市道三和町遠賀原線ほか１路線消雪施設調査設計業務 城南町地内ほか
（入札5業者）
日本地下水開発(株) 5,000,000円（5,242,000円）期間～6/1/31（落札率95.38％）
・市道荘内神社前大東町線ほか１路線（深井戸４号井）消雪施設改修工事
（昭和町地内 （入札7業者））
日本地下水開発(株) 4,200,000円（4,240,000円）工期～12/28（落札率99.06％）
・田代松ヶ岡線道路改良工事（市田代地内 （入札14業者））

（ ） （ ）(株)国善工業 1,960,000円 1,960,000円 工期～12/20 落札率100.00％

建築課入札結果（ ）内は予定価格
9月21日入札分

・栄コミュニティ防災センター研修室ＬＥＤ化工事
不調

コミュニティ推進課入札結果（ ）内は予定価格
9月21日入札分

・令和5年度コミュニティセンター等公衆無線ＬＡＮ整備工事（青龍寺字
北内203番地1ほか （入札9業者うち4業者辞退））
庄内通信建設(株) 5,310,000円（5,970,000円）工期～6/1/31（落札率88.94％）

観光物産課入札結果（ ）内は予定価格
9月21日入札分

（ ）（ ）・令和5年度由良白山島落石調査設計業務 由良白山島地内 入札11業者
(株)鈴木久測量設計事務所 2,000,000円（2,220,000円）

期間～6/1/31（落札率90.09％）

朝日庁舎総務企画課入札結果（ ）内は予定価格
9月21日入札分

・旧大泉鉱山寿岡堆積場耐震対策に伴う誉故堆積場地質調査業務（大鳥地
内 （入札14業者））
基礎地盤コンサルタンツ(株)山形支店 20,980,000円(23,650,000円)

期間～6/2/29（落札率88.71％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月22日入札分

市公共下水道事業 汚水7号幹線ほか改良工事（宝町ほか地内）（入札4業者）・
東北環境開発(株) 50,400,000円（51,040,000円）工期～6/3/29（落札率98.75％）

令
和
５
年
度
鶴
岡
市
戦

没
者
追
悼
式
が
９
月
23

日
、
荘
内
神
社
参
集
殿
で

行
わ
れ
、
鶴
岡
市
長
を
始

め
多
く
の
市
民
と
団
体
が

参
列
し
、
戦
没
者
に
献
花

を
捧
げ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
４
年

ぶ
り
と
な
り
、
４
月
末
の

時
期
か
ら
今
年
は
９
月
末

に
な
り
ま
し
た
。

鶴
岡
第
一
中
学
校
３
年

の
佐
藤
美
峰
さ
ん
が

平
、「

和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を写

読
み
上
げ
ま
し
た
（

。

真
）佐

藤
さ
ん
は
沖
縄
に
修

学
旅
行
に
行
き
、
沖
縄
戦

の
学
習
で

「
民
間
人
が

、

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
住

む
場
所
を
失
い
、
家
族
と

離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し

ま
う
悲
し
み
を
痛
感
し
ま

し
た

「
戦
争
は
二
度
と

。
」

繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
、
強
く
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た

」
。

と
述
べ
ま
し
た
。

追
悼
式
に
は
、
関
徹
県

議
と
加
藤
鉱
一
、
坂
本
昌

栄
、
長
谷
川
剛
市
議
も
参

列
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
第
２
回
鶴

岡
市
地
域
ケ
ア
推
進
会
議

が

日
行
わ
れ
ま
し
た
。

22第
１
回
会
議
で
の
【
い

つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
鶴

岡
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
】
と
題
し
行
わ
れ
た
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
か
ら
、
抜

粋
さ
れ
た
し
く
み
・
取
組

み
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー

ド

（
生
涯
現
役
、
通
い

、
の
場
・
集
い
の
場
・
見
守

り
体
制
・
移
動
移
送
・
デ

ジ
タ
ル
）
に
沿
っ
て
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク

が
行
わ
れ
ま
し

た
。グ

ル
ー
プ
内

に
は
、
介
護
職

員
や
市
担
当
職

員

等

が

加

わ

り
、
活
発
な
意

見

が

交

わ

さ

れ
、
グ
ル
ー
プ

の
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

坂
本
昌
栄
議

員
が
傍
聴
し
ま

し
た
。


